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一　は　じ　め　に
　『ヴェルター」が悲劇であることはまぎれもない事実である。しかし単純に悲劇であるようにみ
えて，そのモティーフは必ずしも鮮明でもないし，単純でもない。その最も単純な誤解はr若きヴ
ェルターの悩み（Die　Leiden　des　jungen　Werther）』を一つの失恋の悲劇とみることである。し
かし，その誤解によってこの小説は広く世界に知られることになり，一大センセーションをまきお
こすものとなった。グンドルフ（Friedrich　Gundo1f）日く，「ヴェールターは本質的に悲劇的な
結びをもった典型的な不幸な恋の物語であるという，この素材的誤解が確かにこの書にあのものす
ごい成功を得させたのである。」D　R・フリーデンタール（Richard　Friedentha1）日く，「その成
功は，その詩的内容に負うところほんの一部であって，多くの名声がつねにそうであるように，む
しろそれは多く誤解に負うところのものであった。」2〕
　とはいえ，この小説はその結びが自殺という悲劇的結末を必要としているように，悲劇であるこ
とは間違いない。後年のゲーテがヴェルターに関して「あれは私がペリカンのように私自身の心臓
の血で養い育てたものだ。」3〕と言っているように，それは当時のゲーテの苦悩，癒やし難い内面の
焦燥，圧迫から吹き出してきたものであることはまちがいない。当時の心境について又，ゲーテは
後年ツェルダー（Kar1Friedrich　Zelter）に宛てて書いている，「こういう奇妙にして不自然な，
それとともに自然な病気のあらゆる徴候がか？て私の内奥をも荒れ狂ったことは，ヴ平ルタ・一が何
人をも疑わしめないであろう」4〕と。
　しかし，この小説の素材となった背景としてのシャルロッテ・ブッフ（CharIotte　Buff）とのゲ
ーテの現実の恋は一つの牧歌・田園詩であった。茅野講々氏は，「ゲヨエテのヴェツラアに於ける
短い滞在は，彼にとっては苦しいと共にまた愉快なものであったに相違ない」5〕と言っている。或
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いは又，「ケストナー（ロッテの婚約者）とロッテと共に，時にはケストナーぬきでロッテととも
に，夏が過ぎていく。それはまぎれもないドイツ的な牧歌（eine　echt　deutsche　Idyl1e），実り豊
かな大地が散文を，純粋な愛着が詩を生み出して出来た牧歌である」邊〕とR．フリーデンタールはそ
の間の事情を美しく表現している。ヴェルターが友人ヴィルヘルムに宛てた手紙において
さようなら∫　それにしても素晴しい夏だ。ぼくはよくロッテの果樹園の木に登って，実を取
るための長い棒で，梨の実を梢から摘み取る。それをぼくが彼女の方へ落とすと，彼女は下に
いて，それを拾いあつめるのだ7〕。
と報告している文章に，ゲーテの現実のロッテとの，いささか感傷を交えながらもほろ苦く，又愉
快な夏の思い出の余韻がある。この牧歌のトーンが『ヴェルター』第一部の大きな魅カとなってい
る。季節の移り変りと共に醸し出される情趣の移り変りの中で，若いゲーテが調歌したふくいくた
る青春の香りを感じさせる。
　小説のアルベルトのモデルであるシャルロッテ・ブッフの婚約者ケストナーも特にロッテを独占
することなく，ゲーテとロッテの交わりを小説のアルベルト以上に寛容に受けとめ，ゲーテとの友
情・信頼関係を維持する。恋愛を間にはさみながらも維持されたゲーテとケストナーの信頼関係，
ロッテをめぐってそこなわれることのなかった二人の友情関係は，ヴェルターの
ヴィルヘルム，我々が散歩して，互いにロッテのことを語りあっているのを我々の口から聞く
ことは一つの喜びであろう。この我々の関係以上にお可笑なものはこの世には存在しない島〕。
と友人ヴィルヘルムにぬけぬけと報告している文章のなかにもよくうかがわれる。或いはこの文章
に，当時のゲーテとロッテ，ケストナーとの牧歌的な関係がよく反映している。ゲーテもまた愛着
の心は感じつつも，決してロッテをケストナーから奪い去り，ロッテを自分のものとしようとはし
なかった。又ロッテ臼身もゲーテに対して「神の恩寵豊かな青年は，歓喜してとらえんとするも，
奈落に落ちることなくして把ええない一つの星のようなものであるとの予感があったのかも知れな
い。彼女は心を堅くして揺らぐことがなかった。」9〕しかしそういうお互いの節度の中にも抑え難い
愛着があったことは事実であろうし，小説のヴェルターも又次第にその愛着を深め，ロッテを独占
したい思いが止み難くなる。
私の眼の前で，彼（アルベルト）がこんなにも多くの完壁な点をもちあわせている彼女を所有
するのを見せつけられるのは，耐え難いことであろうm。
私が彼女の夫に∫　ああ主よ，私を創りたまいし主よ，私がかかる至福を享受することを許し
給うなら，私の全生涯は祈りの連続となることであろう。私は文旬を言うつもりはない。ただ
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私にこの涙を許してほしい1　私のこのはかない願いを許してほしい∫　彼女が私の妻に∫
私がこの世界で一番愛すべき女性をこの腕に抱くことができるなら∫　ヴィルヘルムよ，アル
ベルトが彼女のすらりとした体を抱きしめているのを思うと，全身が震えおののくのだH〕。
私が彼女のそばに二時間，三時問と坐り，彼女の姿，彼女の振る舞い，彼女の何とも言えない
ものの言い様にうっとりしていると，次第に私の五官ははりつめ，私の眼の前はまっ暗にな
り，私はもはや何も聞かなくなり，殺人犯に首をしめつけられたように息ができなくなる12〕。
私は時々わからなくなる。どうして彼女を他の人が愛することができるのか，それが許される
のか。私は全く彼女だけ，こんなにも心から，思いのたけを尽くして愛し，彼女以外には何も
知らないし，何もわからないというのにm。
等々，ヴェルターのやるせない愛着の思いがここかしこにちらべられている。勿論これらの言葉に
嘘はないとはいえ，それを現実のゲーテに当て嵌めて考えてみる場合はいささか掛酌しなければな
らない。特に第二部で，自分の願いと現実との乖離，満たされぬ思い，傷つけられた自尊心，不愉
快等々が重なって引き裂かれたヴェルターの胸の中に，アルベルトを殺そうという殺意が浮かぷと
いうくだりにいたっては，「読者はこの犯罪的気粉れを本当とは信じない」M〕とブランデスも言っ
ているように唐突の感は否めない。ゲーテにそういう殺意が浮んだなどということはとうてい信じ
られないのは勿論，ヴェルターにとっても不自然な誇張に感じられる。
　しかしそういう愛着の思いに苦しみながらも，三人の関係は表面的には何事もなく，平穏裡に過
ぎていったが，やがて「状況は時折りいくらか屠心地の悪いものになっていく。」15〕ケストナーは
時には「私の心に煩悶が生じたこともある。それは一方ではロッテを彼（ゲーテ）ほどには幸福に
してやれないのではないかと考え，他方では彼女を失いはしないかという考えに堪えられなかった
から」1帥というような思いにまでかられるようになる。しかしR・フリーデンタールによれば，ケ
ストナーがこのようにロッテはゲーテにより遭わしいのではないか，ロッテを幸せにできるのは白
分ではなくてゲーテではないかと考えることは，ゲーテにとって望ましいことではなく，ゲーテが
ヴェッラーから立ち去ったのは，ケストナーがその律気な考えをおこしたためであるとR・フリー
デンタールは断言している。事実ゲーテは恋の頂点においてしばしば恋人の許から遁走を企ててい
るのである。ゲーテほど恋をし，又その恋から遁走を企てた恋人はいないと言っていいだろう。
「友人ヶストナーがもしかして遠慮して身を引いて，彼に道を譲るかもしれないと感じたその瞬問
にゲーテは逃げ出すのである。確かに彼はそれを望んではいない。彼はただ彼女のおもかげを胸に
秘めておきたかっただげなのである。」17〕確かにロッテがケストナーの婚約者であるということ
が，ロッテとゲーテの両者に節度をもたせ，その恋愛を急速に破碇に導くことなく，その制約故
に，ゲーテは，常識的にはそれがいかに逆説的に聞こえようとも，十分に思うわずらうことなく恋
の体験を満喫し，享受できたということもできよう。しかし，そういう制約の中で恋の思いを満喫
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していたゲーテもその情熱をつのらせ，ついにはロッテから接吻を奪うという仕儀にまで及ぷにい
たる。ロッテもゲーテを叱り，それをケストナーに告げる。事ここに及んで，ついにケストナーも
1コッテにゲーテの熱を冷ますように忠告し，以後ロッテもゲーテを冷淡にあしらうようになる。或
る夜，ゲーテとケストナーは街を歩きまわり，ゲーテは二人に冷淡に遇されていることから不機嫌
で，あらゆる議言を口にする。歩きくたびれ，二人は壁にもたれて月の光を浴びて，ついに二人は
大いに笑う。状況がきまずいものにな．ったとは言え，この程度であった。三者の友情は依然として
ゆるぎないものであったし，別れても絶えず手紙が交換されている。しかし友人メルクのすすめも
あり，恋の戯れも度が過ぎるのを自ら自覚し，ケズトナーとロッテの友情に甘えすぎる自分を潔し
とせず，しばらくは尚，優柔不断ではあったが，ついにゲーテは意を決し，彼らのもとをひそかに
立ち去ろうとする。三人が一緒にいた最後の晩，1コッテは偶然にも死後の状態とあの世における再
会の話をする。別れを決意していた晩に，そういう話を聞かされたゲーテは小説『ヴェルター』に
もあるように，いたく感動し，彼女の手に接吻して叫ぷ。「僕達は再び会うよ。どんな姿になって
いても見分けがつくよね。僕は喜んでいく。まあ永遠．にということにでもなれば，とても堪えられ
ないよ。ご機嫌よう。ではさようなら。」ゲーテが立ち去ることを予想しないロッテは「旦月日ね」
と冗談に答えるi宮〕。ゲーテはロッテに宛てて手紙を書く，「僕は大変落ちついていた。しかし君達
の話は僕の気持をズタズタに引き裂いてしまった。僕は今は，さようならとより以外には言えな
い。もう少し君達のところに留まっていたら，僕には耐えられなかったろう。さて今僕は一人ぼっ
ちになった。明日は発つ。おお哀れな僕の頭よ。」lo〕（筆者傍点）もう少し長くとどまっていたら，
酎えられなかったであろうというゲーテの言葉に偽りはあるまい。ゲーテなりに苦渋と未練の思い
たち切り難く，ヴェツラーを立ち去ったのであろう。またロッテはゲーテの旅立ちを知って，ケス
トナーの前ではらはらと涙を流したという20〕。
　しかしこのヴェツラーでの5月から9月にいたるひと夏の思い出はやはり牧歌であった。それに
も拘らず，この思い出から悲劇『若きヴェルターの悩み』が成立する。「如何にゲーテがヴェツラ
ーに於ける短い夏の夢を生かし切り，これに彼の胸臆に祖来した種々の感情や情緒や思想を加え
て，一つの芸術晶を作り上げたか，即ち一つの永遠な生命を産み出したかということが，この作に
於ての主要な関心事である。・…・・この作は決して単なるゲヨエテとロッテとの恋愛物語の記述では
なく，それが骨子又は素材となって出来上った一つの芸術品なのである」2D（筆者傍点）と茅野瀞
々氏も述べておられるように，たとえ第一部にみられる牧歌としての恋愛物語のみずみずしい官能
と感性の輝き，生余の高揚がこの小説の主要な魅カを構成しているとはいえ，この恋愛物語に加え
られた「種々の感情や情緒や思想」こそが肝要であって，そこにまぎれもなく若いゲーテが煩悶し
つつ「ペリカンのように自身の心臓の血で養い育てた」22〕ところのものカ三反映している。
　もっともこの第一部の生命感情の高揚こそがこの小説の魅力のすぺてであって，悲劇的要素は第
二義的な意味しかもたないとする説もなくはない。ブランデスは言っている，「ヴェルテルは、己・底
では決して女々しい性格ではなく，就中泣き上戸ではない。併し激しい情熱が月並の田園詩に終る
ならば，詩的興趣を殺ぐであろうから，ゲヨエテは悲劇的終末を必要としたのである」23〕と。確か
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に第一部がゲーテの体験を下敷にしたものであり，第二部が友人イェルーザレム（Kar1Wi1helm
Jerusa1em）の臼殺の報を素材にして書かれたものであるため，第二部には第一部にみられるよう
な素材的には彼自身の直接の体験とみられる要素は少なく，その為，種々の作為が挿入されている
ことは事実であり，その第二部の作為故にブランデスも『ヴユルター』の真生命は第一部にあると
考えたあであろうが，しかし「ゲヨェテがこの報（イェルーザレムの自殺の）を聞いて心に深い感
動を受けたのは，自らの一運命となり得たかも知れないものが，突然自己の周囲に起ったからであっ
た」24〕（筆者傍点）ということも事実である。悲劇『ウルファウスト（Ur上auSt）』を生み出さずに
はおられなかったものと同じ心臓の血がヴェルターにも脈打っている。小栗浩氏も言っておられる
ように，「この点で興味深いのは，『若いヴェルターの悩み』をめぐる詩と真実である。」25〕（筆者傍
点）体験としての真実が一つの詩（文学）を生み出し，詩（文学）を通して又新たな真実が告知
される。「詩人とは状態を如実に体験する能力と，体験を如実に表現する能力とである」26〕と亀尾
英四郎氏は言っておられるが，この直接的な素材としての体験からその時々の心境，内的体験を単
純に類推することはできない。内的体験なるものはしばしば直接的な素材としての体験を越えてあ
るものである。素材としての体験を越えて如実に体験できる能力こそ詩人の能力である。そのよう
な当時の彼の体験なるものが『ヴェルター」の中にどのように告知されているか，rヴェルター』
を通して，当時のゲーテの悲劇のモティーフとなりえたものがどのようなものであったのかを以下
において論究してゆきたい。
ニヴェルターの自殺のモティーフについて
　それでは先ず我々はヴユルターのいわゆる自殺のモティーフといわれるものがどういうものであ
ったのかを小説の物語の展開と，この小説の成立の経緯の中から考えてゆきたい。
　「ヴェッラーを去ってからただちに彼の体験を文学作品に仕上げようという強い衝動を彼（ゲー
テ）は感じる。しかしその美しい夏の夢を実際そうであったような無邪気で威勢のいい結末で終ら
せることは詩人としても人間としても納得のいくものではなかった。牧歌というお上品な枠の中に
嵌め込むには彼の感情生活は余りにも強く波打っていた。その頃，11月の初めに公使館の書言己をし
ていたイェルーザレムの死を彼は識る。その深味はあるが，しかし憂うつな性格が彼をして自殺に
いたらしめたのであった。勿論，人妻への望みなき恋に胸を焦がし，或いはこの世にいや気がさし
ていたということにもよるのだが一・・。この瞬間，一挙に彼の作晶は現実化するにいたる」2ηと，
ビールショウスキー（A1bert　Bie1shOwsky）はこの小説の成立の経緯について語っている。周知
のように，ゲーテ白身のヴェッラーでのロッテとの恋，ラ’ロッシュ夫人の娘マクシミリアーネ・
ブレンターノ（Maximi1iane　Brentano）への恩いと，ヴェツラーでの騎士の円卓（Rittertafel）
の仲問イェルーザレムの死がこの小説成立のモティーフの主な索材をなしている。従ってヴェルタ
ーにはゲーテ自身とイェルーザレムが，アルベルトにはロッテの婚約者ケストナーとマクシミリァ
ーネ・ブレンターノの夫が，ロッテにはシャルロッテ・ブッフとマクシミリアーネ・ブレンターノ
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がモデルとなっていた。とりわけロッテの容姿はマクシミリアーネのそれであり，ゲーテは作晶中
のロッテには「青い眼のかわりに漆黒の瞳をもたせたのである。」2畠〕その瞳は「ヴェツラーのひと
の主婦らしい青い眼とは違っていた。」別〕E・シュタイガー（Emi1Staiger）は言っている，「ゲー
テが小説中のロッテにマクシミリアーネの眼を，つまりヴェツラ」で彼を見つめたロッテ・ブッフ
の青い瞳の代りにマクシミリァーネの黒い瞳を与え，二人の輝きを一人の形姿のうちに永遠化しよ
うとした優しい心根はよく知られている」3ωと。勿論ロッテの性格は多くシャル1コッテ・ブッフの
それであり，「彼女は美しく，気立ては善く，淑やかで，健康で，弱々しい所がない」31〕「涙もろ
い感傷的なようなところは一切なく，活動的で，仕事の大好きな一見るからに爽やかな」ω「感じ
易いけれども感傷的でない，実行力のある，働くことを喜ぷ性質の妓であった。」33〕ゲーテ自身彼
女について書いている，「あれ．ほど多くの理知があるのにあれほど単純であり，あれほど多くの堅
実があるのにあれほど親切であり，それから真実の生活と活動をしつつも，なお魂の安静を持って
いる」3’〕と。要する彼女は，健康的で，素朴で，家庭的な女性であるということであって，むしろ
ヴェルターの情熱的な恋の対象としては適わしくない一面があった。かくて，漆黒の瞳のみなら
ず，作晶中の1コッテにマクシミリァーネの性格が加わることによって，ロッテはrいくらか落ちつ
きはなくなるが，その分いくらか情熱的にな・ってきている」35〕。
　しかしそのおもかげの多くはあくまでもシヤルロッテ・ブッフのそれであり，ヴェルターの感傷
癖とロッテの素朴，健康はむしろ好対象であり，それ故に，ヴェルターはロッテの中に自分にない
ものを見出し，そこに慰安を見出していたかのようである。現実のゲーテにとってもロッテは又そ
うであって，「ダルムシュタットの女友達プシイヒェエ，リラア，ウラアニア等に比較すると，何
という対照を示していたであろう。才気横溢な態度，仕事をしないで，熱狂的な感情的空想に耽っ
て，無為に日を送る彼女等と異って，ここには真の健全な感性があり，忠実な義務の遂行があり，
人を幸福に感じさせる活動があった。言わばゲヨエテは彼自身に最も欠けていたものをロッテに見
出したのである。」㈹ヴェルターの小説の中で「ヴェルテルのたましいは，ロッテの持つ対蹴性によ
って自己の健康と成長を求めた。」鋤ヴェルターが舞踏会へいく途中，ロッテの家に立ち寄ってロッ
テを最初に見出す有名なシーン，1］ツテが多くの小さな兄弟姉妹に，亡くなった母親に代って，パ
ンを小さく切りさいて分け与え，小さい子等が1］ツテをとり囲んで，それを嬉々としてうけとり，
それをせがむシーンに出くわしてヴェルターが感動するくだり，それはヴェルターが家庭的な側面
からロッテに接近していったということであるが，それはロッテとヴェルターの相違，ロッテ固有
の魅力を引きたたせて極めて象徴的である。実際にゲーテ自身はヴェルターに通じる極めて感じ易
い一面をもっていたとはいえ，他面において実に素朴，健康であり，ケストナーがゲーテを評して
言っているように，感情に耽溺する一面と共に，すべての情熱において激しいけれども自分を制御
する力があった3助。ロッテの素朴と健康さには不安定に揺れ動くゲーテの心を沈静させる一面があ
ったと共に，又ロッテの素朴・健康がゲーテのそれと一脈通じるところがあって，それに又，ゲー
テはひかれたともいえるのではあるまいか。従って，Eシュタイガーの日く，「第一に彼を彼女に
惹きつけたのは，現在に忠実たろうとする精神，つまりゲーテ的な特質である」39〕と。
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　このようにロッテの健康さが強調されることによって，作晶の中ではヴェルターの弱さが極立っ
た対照をみせる。しかしこの弱さは多くもう一人のヴェルターのモデル，ゲーテの友人イェルーザー
レムのものであった。興味深いのは，この男は「無口な激し易い憂うつな気質の青年で，ゲヨエテ
は此男には我慢出来ず，殆ど交渉がなかった」40〕ことである。或いは逆に木村謹治氏も言ってい
る，「イェルーザレムは寧ろ多少の反感を以てゲーテを見ていたとも想像される」仙と。このこと
はヴェルターが作晶において，愉快な仲問との交わりの中で憂うつそうに不機嫌にしている青年を
激しく非難していることからも首肯される。
　しかし「彼の死によってイェルーザレムは恐らくヴェツラーの交友中何人よりも彼に近い存在と
なった。ゲーテは彼の死を聞いた時の印象を言己述して，『友の妻に対する不幸なる愛着によって惹
き起こされたイェルーザレムの死は，予を夢から掘り醒ました」旨を書いている。」42〕又，当時の
ゲーテのうけたショックをゲーテは次のようにケストナーに報告している，「不幸なイェルーザレ
ム1　その知らせは私を驚かせたし，予期しないものであった。快い愛の贈り物にそえてこのよう
な知らせを受けとることは恐しいことだ……気の毒な青年∫　私が散歩から戻って，戸外の月の光
の中で彼に出会った時，彼は恋していると私は言ったものだ。私がそのことで微笑んだことをロッ
テは今も覚えていると思う。確かに，孤独が彼の心を掘りくずしたのだ。数年来私は彼を知ってい
るが，殆ど彼と口をきいたことがなかった。私が旅立つ時，私は彼から一冊の本を持ってきたのだ
が，生ある限り，私はそれを持っていて，彼をしのぷよすがとしたい」蝸〕と。
　「自己感情の強い，非常に激し易い」ωという点ではゲーテに通じるところがあるが，ゲーテの
性格に反するとも思われる「控え目で，憂うつな，悲観的な性質」45〕をもつイェルーザレムがこの
ようにしてモデルとしてとり入れられることで，ヴェルターは「ただゲヨェテ自身よりは稿々感じ
易く稿々軟く，且つ比較しえないほど弱い人間になっている。」㈹友と交わることを好まず，自尊
心の強さ故の傷つき易さ，内向的な性格，悲観的な性分，そういったものはイェルーザレムのもの
であり，この性格がイェルーザレムの自殺の一つの大きな動因となっている。
　　　　　　　　　　　ピポコンデコー　「鋭い理知の批評力と憂うつ症的性格とは，ゲーテに見られるよりも一層外界に対して非妥協的
たらしめた。彼はゲーテの属していたRittertafe1に属していたが，余り乗気になって一緒に興ず
ることもなく，多く孤独に傾いていた。こうした性格の人にはよくあるように，自意識が極めて敏
感で，同時に他人に対しては皮肉な批評を浴せて快とする風があっれそれだけ自身の侮辱は病的
に彼の心を傷つけた事も考えられる。」4η他人に対する皮肉な姿勢，その潔癖さ故に，他人からは
うとましがられ，それが余計に他人からの侮辱をうける機会を招くことになったと思われる。それ
がrヴェルター』においては，伯爵家での不快な貴族のパーティーの場として描かれ孔地位が低
いにも拘らず，伯爵に懇意であるということで伯爵家をたずね，そのまま招待されてもいないパー
ティーに居残っていて，同席の人の反感をかい，それに気づかなかったヴェルターは，伯爵から退
席を願い出られ，それがこれみよがしに口さがない人々の話題にのぽり，或いは又，この席に出て
いた臼頃親しくしているB嬢からは彼と交際していることで伯母にこっぴどく叱られたということ
を知らされる。これを契機として，ロッテからも遠去かり内向的になりがちだったヴェルターはま
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すます世間から遠去かり，憤懲やるかたない思いをつのらせるようになる。このいわゆる「傷つけ
られた名誉心（9ekr葛nkterEhrgeiz）」」がヴェルターの世間へ背を向け，臼綾の思いへとかりたて
られる一つの大きな決定的とも思われるきっかけとなっている。
　しかしこの自殺の動機づけには賛否両論に分かれるところがある。もっともはっきりと不満をも
らした人にはrヴェルター』を七回も反読し，エジプト遠征の際にも携えていったというかのナポ
レオンがいる。ナポレオンはこの小’説を徹頭徹尾恋愛小説として一貫させるべきであるとし，ヴェ
ルターの自殺の動機を不幸な恋愛に帰するべきであるとした。
　そもそもゲーテ自身のヴェツラーでのロッテとの恋愛体験はrrヴェルテル』にあっては殆ど第
一部を以て了っている。」4島〕それは一つの田園詩，牧歌として完了してしまっている。そもそもブ
ランデスの言うように「併し激しい情熱が月並みの田園詩に終るならば，詩的興趣を殺ぐであろう
から，ゲヨェテは悲劇的結末を必要とした」側のであろうか，或いはまたそれが為に，傷つけられ
た名誉心といったモティーフを必要としたのであろうか。その点に関連してグンドルフは次のよう
に言っている，「ヴェールターのなかに不幸な恋人の悲劇のみを求めるならば，傷つけられた名誉
心がモティーフとして挿入されていることは，効果を弱めるものであると非難されるであろう。…
・この非難はまさに，ここでは一つの事件の叙述が，不幸な恋愛は多感な若い男にあってはいかに
発展するかという閉ざされた主題の取扱いが，問題であるとする誤解から来ているのである。そう
見れば，ヴェールターの地位や役所の不愉快等の遣具立は，全部不必要であり，蛇足であった」50〕
ことになると。木村謹治氏は次のように言っている，「此の『単純，白然の道を以てしては生み出し
得べくも思われない或る種の効果を生み出すために』」用いたKunstgriffがイェルーザレムのge－
kf批kterEhrgeizのモティーフである。否厳密にいえば，ゲーテが『容易に見出され得ない』とい
っているKunstgriffは，ウェルテルの全人格の崩壊一失恋もその重要な要素である一を招来
すべき有力な動機を意味する。この動機はナポレオンの言葉では9ek沌nkter　Ehrgeizに相当す
るものであるが，ゲーテにあっては，それよりも尚一層根本的なる問題である。即ちgekrankte
Menschenwurdeである。誤れる社会階級の克服し難い不義に対する憤激，それはやがて杜会生存
の圏内から白己を除籍する結果になるものである。単純なる失恋動機にこうした社会対個人の問題
から生ずる葛藤を加える事は，主人公を一元的な単純性格から救って，全人的，多元的苦悩の性能を
具えた天才者たらしめるものであり・，従ってそのもたらす効果に於て前者の場合とは腎壌の差があ
る」51〕と。木村謹治氏によれば，ヴェルターの自殺のモティーフを恋愛に一元化することなく，こ
のイェルーザレムの屈辱事件を挿入することによって，ヴェルターの根本的な衝動，自由への止み
難い衝動，制約されぬものへの意志，と共に，その多面的なる衝動，「階級観念，俗物道徳，主故
的偏狭性等に対する突撃的天才主義」52〕がより明瞭になったとする。しかしツィンマーマン（Roユf
Chfistian　Zimmemann）は言っている，いずれにせよrゲーテはいかなる外的な事情にもヴェル
ターの悲劇的な結末に責征をもたせようとは考えてはいない。ヴェルター自身の中にわざわいの原
因がある（Keine身nBeren　Umst直nde　win　Goethe抽r　das　tragische　Ende　Werthers　verant－
wort1ich　gemacht　wissen．In　Werther　se1bst1iegt　der　G㎝nd　des　Obe1s．）」5青〕と。ヴェルタ
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一自身の言葉によれば，「真実私は思う，私にのみ一切の罪があると。いや，罪だろうか。私の中
に一切の悲惨の根源（die　Quene　a11es　E1endes）がかくされているというだけで十分ではないか。
かつて私の中に一切の至福の根源（die　Que11e　a1ler　Seligkeiten）があったように」54〕と。
　rヴェルター」を一つの田園詩，牧歌にとどまらしめないために必要としたのはイェルーザレム
の厭世，失意といったモティーフであった。『ヴェルター』制作の過程についてゲーテは言ってい
る，「それ（小説『ヴェルター』）はまだその形をとるにはいたらなかった。そこには事件（eine
Begebenheit）が，それが体裁をとるための決定的な一つのプ1コット（eine　Fabel）が欠けてい
た」55〕と。しかしイェルーザレムの白殺の報告をうけることによって「この瞬問に，ヴェルター
の草案が見出された。全体があらゆる方而から集って結晶するにいたった。すでに氷点に達して
いた容器の中の水がほんのわずか揺すられることで堅い氷に変化するように凝固せる塊りとなつ
た。」55〕イェルーザレムの体験を挿入することで，ヴェルターはその白殺の心理学的な動機づけを
得ることとなった。ハンス・ライス（Hans　Reiss）は言っている，「彼（ゲーテ）はそれ（小説
rヴェルター』）を今日でも現代の心理学の祝点からみて妥当するものとみられうるように十分に説
得力のある首尾一貫したものに仕上げようとした」5ηと。ハンス・ライスは，その心理学的動機づ
けの巧みさ故に，この小説に現代的意義があるとみなしている程である5目〕。しかしそういう白殺へ
の動機づけの挿入という作為故に，ゲーテ以外にイェルーザレムというモデルが加わることで，ヴ
ェルターという人物像にやや統一を欠くことになったきらいがある。それと共に自殺の動機が具体
的な動機に限定し．てみられがちであるというマイナス面をももったのではなかろうか。ヴェルター
のモデルであるゲーテとイェルーザレムは同じヴェツラーでの円卓仲問でありながら，殆どその交
渉がなかったことからも，その性格の対象的なことは明らかであ’る。ブランデスも言っている，
「ゲヨエ’テのみがモデルになっている第一巻に於ては，ヴェルテルの姿は，白殺者として考えられ
るには，余りにも健康で強壮であることは，既に我々の指摘した所である」59〕と。それに対してイ
ェルーザレムがモデルとなっている「第二部は第一部とは根本的に異った性質をもっている。第一
部は彫塑的で生き生きしているが，第二部は精神病的である。其処には始めの方の可成りの間は，
ロッテのことが少しも語られていない。ゲヨエテはここではもう自分自身をモデルにしてはいな
い。他の人に擦り替えられている。」6。〕
　もっとも，rヴェルター』制作の当時のゲーテの心境がその性向の相違にも拘らず，極めてイェ
ルーザレムに近かったことは，後にゲーテ臼身も言っているところである。それ故にゲーテも又，
イェルーザレムの自殺に対してはただならぬ衝撃をうけたのであり，それが『ヴェルター」完成の
大きな原動力ともなったのである。しかし両者の性格が極めて類似するところが少ない事は事実で
あり，それにも拘らず，ゲーテがイェルーザレムという人物像を挿入してまで，何故ヴェルターを
して自殺せしめたのであろうか。単にブランデス等の人が言うように，『ヴェルター」を一つの田
園詩にとどめるならば，詩的興趣を殺ぐであろうが散に，悲劇的結末を必要としたのであろうか。
それは単に効果の問題にすぎないのであろうか。
　このヴェルターの自殺については，単純にそれを必然とみる多くの評価とは別に，その必然性を
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単純に首肯しきれないとする意見もしばしばみられる。小栗浩氏はその自殺の意味について次のよ
うに語っている，『まるでゲーテは，『ヴェルテル』の制作によって自分の生命の危機をのりこえる
ことができたかのような口ぷりである。芸術的創造が作者のある段階での生の確認であることは確
かであり，作中人物の死によって作者が生きのびえたということもよくいわれるが，それはやはり
比暇であり誇張であろう。少くともゲーテの場合，ロッテヘの愛情がいれられなければ死なずには
いられぬほどの切羽つまった状況にはなかった。恋すれば死ぬという形はあくまでも小説のひとつ
の趣向であって，ゲーテがこの形に託したものは，あふれ出る感情を無際限な沸騰にまかせたらど
うなるかという，いわば一つの実験的な試みであった。だから，主人公の失恋による自殺は枠組に
すぎず，そもそもこの小説の眼目は恋そのものにあるのではない。．．161〕（筆者傍点）小栗氏は「ひと
つの趣向」「一つの実験的な試み」として自殺の意味を解釈しておられるが，果たしてゲーテはか
ように第三者的な冷静な視点からヴェルターの自殺を描いたのであろうか。そこにはゲーテがヴェ
ルターをして自殺せしめずにはおかなかったような内的衝迫・衝動・必然性のようなものはなかっ
たのであろうか。
　ここで我々はやはりゲーテが自ら告白するように，ロッテ体験以後のフランクフルト時代のゲー
テが極めてイェルーザレムの心境に近かったことを無視してはなるまい。しかしこの点に関しても’
疑義ありとする意見が高名なゲーテ学者からもみられる醐。しかしここで我々が見のがしてはなら
ないのは，ツィンマーマンも言うように，その第一部におけるヴェルターの横溶する健康にも拘ら
ず，小説の初めから「ヴェルターがいかに死に親しんでいるか（wie　Werther　mit　dem　Tod
Vertraut　iSt）．1帥ということである。このことを我々は無視してはなるまい。
三　情熱の運命
　『ヴェルター』の小説に一貫して流れるテーマは「生（Leben）」と「死（Tod）」である。それも
情熱（Leidenschaft）の，感情（Gef廿h一）の，心（Herz）の，生と死である。第一部は生が描か
れ，第二部は死が描かれる。ヴェルターの心が死ぬ時，ヴェルターは又命を絶つのである。
　第一部の魅力は何といっても生の高揚であり，情熱の沸騰である。開かれた官能，みずみずしい
感性の喜び，その讃歌である。ヴェルターは原初的に自然に沈潜する能力をもち，彼は人類の祖
「アダムのように」帥感じ，又，「神の如く，超人の如く，感ずることを欲する。」鋤「全一的生命を
把持する敏感性」66〕「神に属するともいうぺき高い程度の共感性」帥〕「全一的直観」6呂〕こそは彼の特
徴であり，それがヴェルターをして「ぼくの唯一の誇り」69〕と呼ばしめるところのものである。彼
の認識は愛による認識であり，「その認識が客観的価値を要求しう’るか否かは問題ではなかっ
た。……わがうちに動いている此の愛心，この『聖に生かすカ』即ち神に属する如き創造の力が心
適くばかりに活動する事によって幸福感を体験しうるならば，それで満足である」珊〕という如き愛
による認識である。ヴェルターは「生きるに値する認識の器官として，ただ一つ感情のみを認め
る。」71，彼の目指す芸術は自然の模倣であり，それもr所謂自然科学的な，実験的，写生的模傲で
ヴェルタ-にみる若きゲ-テの悲劇のモティ-フ
Page:10無断転載禁止。　
はなくして，愛に充ちた模倣である。」棚愛の充実の中にあって，彼の認識能力はその最高の敏感
性を帯びる。この愛による認識，これこそゲーテがゼーゼンハイムでのフリーデリケ・ブリオン
（Fr亘ederike　Brion）との愛において覚醒，体験したものであり，
熱い血潮たぎらせて
私はきみを愛する。
新しい歌と
踊りにそえて，
私に青春と喜びと
勇気を与えてくれるきみ。
永遠に幸福であれ，
きみの私への愛とともに㈹。
とゲーテを叫ばしめたものであった。このゼーゼンハイムでの開かれた官能の喜びは，このヴェル
ターにも，たとえゼーゼンハイムでの讃歌『五月の歌（Mai工ied）』等ほどには手ばなしではないに
しても，一抹のかげりはみせながらも，その余韻として色濃く漂っている。第一部において，ヴェ
ツラーの近効のいたるところで，彼は一寝、づく自然の中に陶然と身を浸す。
ところで，私はこちらに来て非常に元気だ。孤独はこの楽園のような土地で私の心には高価な
香油のようだ。若々しいこの季節がこごえがちな私の心を精一杯にみなぎらせ，暖めてくれ
る74〕。
この地方には人をまどわす霊が漂よっているのか，それとも私のまわりのすべてを楽園につく
りかえるような暖かな天のものなる空想力が私の心の中にあるのか75〕。
私は一人ぼっちだが，私のような心のためにつくられたようなこの土地で私の生活を楽しんで
いる。……私のまわりの愛らしい谷がけぷり，光を通さない森の暗がりの上に太陽が高く休ら
い，ただわずかの光だけが奥深い聖なる場所にさしこんでくる一そんな時，私は流れ落ちる
川のそばの文高い草の中に横たわり，地面の高さから数えきれないいろいろな草々を観察し，
草の茎の間の小さな世界のうごめ・きや，無数の眼にもつかない小さな虫やブヨの存在を私の心
のすぐそばに感じる㈹。
そういう時，ヴェルターは「私達を自分の姿に似せて造り給うた全能の神の存在（die　Gegenwart
des　Al1肋chtigen），私達を永遠の歓喜の中に漂わせて支えて下さる愛なる神の息吹き　（das
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Wehen　des　A1liebenden）を感じる。」η〕（筆者傍点）或いは自然が「大地の底で互いに作用し合
い，互いを創造し，働きかけ合う」78〕のを感じる。万物が一体となって働くのを見，それを統べて
いるものの力を予感し，又それと自己との一体感を覚える。或る時には又，「無限なる者の泡立つ
盃からあのあふれる生の歓喜を飲みほし，たとえ一瞬なりとも，私の胸の限られた力の中で，一切
を自身においてそれ白身の中から生み出す存在の至福の一滴を（einen　Tropfen　der　Se1igkeit
des　Wesens〔＿〕，das　alles　in　sich　und　durch　sich　hervorbri㎎t）味わいたい」79〕と恋い焦
がれる。「一切は一庸感に浸されている。彼は自然の中の生命が鼓動するのを感じ，その反響一を彼臼
身の胸中に感じる。」呂o〕彼が求めるのは，感情の高揚の中で「愛をもって神に帰一融合する」呂Dこ
と，一それはゲーテがrガニュメート（Ganymed）』の詩において求め，表現した感情の神化で
ある。しかしそのような情熱の沸騰の中で，彼は感情の過剰の圧迫を感じ，苦痛すら覚える時があ
る。ヴェルターは友人ヴィルヘルムに言う，「君は僕に僕の本をいくらか送ろうというのかい？
友よ，お願いだからそれはよしてくれないか∫　僕はもういろいろ指示してもらったり，元気づけ
てもらったり，たきつけてもらったりしたくはない。この心はこれで十分沸騰しているのだ。僕が
必要としているのは子守歌だ。それも，そんなものはわがホーマーだけで十分だ。僕はどんなにし
ばしば苦労して僕の沸騰する血潮をなだめすかし，寝かしつけることだろう。そもそもこんなにも
変わり易く，うつろい易いものを君は僕の心以外には見たことがないよね」壇2〕と。しかしこのよう
な感情の沸騰は自然の中でだけでは，癒やされ，充たされることがない，それは自ずから具体的な
対象，人間へと向わざるをえない。その湧き立つ情感にひたされたヴェルターの前に現われたのが
ロッテであった。ヴェルターは自ら・の情熱の対象を見出し，歓喜する。
　しかしヴェルターの不幸はその情熱に際限がないことである。その対象が彼の情熱を満たしきる
ものでなくてはならない。彼が欲するのは絶対であって，相対ではない。この「ヴェルター的横
浴」は「集注的」と「灼熱的」であるが故に，又「破壊的」なものである呂雪〕。そこに又ヴユルター
の愛の「巨人的（titanisch）」であるといわれる所以がある。グンドルフ日く，「プロメートイスが
創造の，ツェーザルが行為の，ファウストが努力の巨人であるように，ヴェールターは感情の巨人
である（ヴェールターを巨人ということがいかに逆説的に聞こえようとも）」呂Φと。彼の愛はグン
ドルフも言うように，「宇宙的な愛」であって，抽南ム去もと白畠喜手えぽ止壬云ゼ・壷である。そ
こに前田敬作氏はヴェルターの「愛のふかい宗教性」85〕を見ておられる。或いは又，同氏はいみじ
くも言っている，「かれは愛を通じて神にいたろうとする。かれが愛のなかに求めるのは，ひとつ
の新しい宗教的な実存である」㈹と。従ってグンドルフも言うようにrロッテやロッテに対する愛
はこの宇宙愛の応用あるいはむしろ限定であるにすぎない。」島7〕しかしこの故にヴェルターは滅ん
でしまう。この世のどこにも限定を見出せないヴェルター的横溢にこそヴェルターの悲しみの因が
ある。真のヴェルターの悲しみ，それはロッテによって彼の愛が報いられないところにあるのでは
ない。彼の情熱が絶対的であるが故にどこにも限定を見出しえない悲しみ一それをロッテによっ
て報いられないという形で彼はぷちまけているという気さえする。
　この際限のない情熱故に，彼は隈定・制限の中で安んじて生きてゆける人をアイロニカルに見つ
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めながら，それを羨しいとも思う，「子供のようにその日ぐらしに生きてゆける人は幸せだ。……
自分のつまらない仕事に，或いは又自分の情熱に仰々しい名前をつけ，それを人類の歴史の安寧と
福祉に資するために書かれたものと考える人は幸せだ。そんなことをしておられる人間は幸せ
だ。j舶〕或いは又，ある農家の婦人について言う，「私の五官がもうどうにも耐えられなくなってく
ると，幸せに落ちついて臼分の生活の狭い圏内でその日その口を精一杯生きて，木の葉の散るのを
見ては，冬が来るということしか考えないような人を見ていると，何とか私の激情も収ってく
る」畳9〕と。それは彼が根本的に「無拘束，自由，天才的なもの，横溶するもの」帥〕につき動かされ
るからであり，それが彼をして「規則づくめなもの，制限あるもの，従って日常生活の仕事」則〕を
いとわしいと感じさせる。
　彼にとって「ノーマルな生活（Noma11eben）」92〕とは「より高い要求の拘東（eine　Einschr直n－
kung　hdherer　Bed肚fnisse）」93〕にすぎず，そこでいう拘束（Einschr盆nkung）とは「活動的な探
求する人問の力が封じられている」94〕ことに他ならない。巨人的，宇宙的ともいえる彼の情熱に比
して，彼をとりまく世界は彼には単調（einf6mig），かつ制限された（ei㎎eschr盆nkt）ものと映
る95〕。そのことが彼をしばしば不愉快にさせ，時に傷つける。『ヴェルター』の初めところで，ヴ
ェルターが「町そのものは不愉快だが，それにひきかえ，町のまわりには何とも口に出しては言い
難い自然の美しさがある」9店〕と言っているのは，全体とのからみからみて象徴的である。当時，
「ヴェッラーという土地は一・・典型的な俗物と盲目的階級意識に生きる貴族の巣であった。」97〕彼の
豊かな感性・情熱故に，まわりの世界の人問の固晒さ，無果なる（unfruchtbar）ものとしての
なま
「生の感情を許さない杜全の因襲や嘘やまやかしや虚栄心，心の怠惰（die　Konventionen　der
Geseuschaft，die　nichts　Unmitte1bares　du1det，die　L廿ge，die　Heuche1ei，die　Eitelkeit，d早e
Tr魂heit　des　Herzens）」98〕規則づくめを有難がる官僚人気質，暖かい心に水をさす分別くささ，
そういったものが彼を傷つけ，憤激させ，彼とまわりの人との問に衝突をひきおこす。彼は言う，
「みかけだけが立派で，光り輝いてみえる人達の惨めさ，隣り同士の人問をお互いに見比べあって
いる胸のむかつく人達の退屈さ，互いに一歩でも先んじることに汲々として，位階を求める人達の
根性，そのむきだしの最も惨めな，憐れむべき情熱。（das　g1盆nzende　E1end，die　Langewei1e
unter　dem　garstigen　VoIke，das　sich　hier　neben　einander　sieht！die　Rangsucht　unter
ihnen，wie　sie　nur　wachen　und　aufpassen，einander　ein　Schrittchen　abzugewinnen；die　e1en－
desten，erb直mIichsten　Leidenschaften，9anz　ohne　R6ckchen．）9助」こういう世問の人間の狂態，
それは根本的に暖かい豊かな心に根ざす情熱を欠いているからであり，それが伸張して止まぬ彼の
心を制眼する。「天才という州が氾濫することがかくもまれであるのは何故か。氾濫する洪水とな
ってあふれ出し，諸君の心が瞠目し，恐れおののくこと，かくもまれであるのは何散か？（Wamm
der　Strom　des　Genies　so　se工ten　ausbdcht，so　seヱten　in　hohen　F五uten　hereinbraust1md　eure
staunende　Seele　ersch廿ttert？）一加。〕とヴェルターは問い，そして答える，「親愛なる友よ，その
川の両岸に冷静なる人が住んでいて，彼らは自分のあずま家やチューリップの花壇，野菜畑が壊滅
に瀕するとしても，そのために時至ればダムを築いたり，将来おそってくるかも知れない危険をそ
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らすことで，身を守るすべを知っているゾ〕と。天才にみられるような情熱の奔流を制限するの
は「世俗的なけちくささ（Phi1istrdse　Klein1ichkeit）」l02〕，「世俗の人の狭量なる心（die　Eng－
herzigkeit　def　PhiIister）」I㈹であり，伯爵家での屈辱事件は，ヴェルター的な情熱の奔流とそ
れを疎外する社会・世問一俗物（Phiユister）との不一致，軋櫟の極端な象徴である。rヴェルテル
と貴族の白負倦望との衝突は，彼をつくった作者が，失われた美しさ，失われた神の如き子供らし
さ，失われた真実を嘆く暗い悲愁の象徴的表現にほかならず，自然の一良、子であり愛人であり，ホメ
ール的な真実のあからさまなる人間存在の嗣子である彼を，全然疎遠な市民的環境へ無理矢理押し
こめるところの仮装舞踏会に対する天才の回答である。」10ωそれはイェルーザレムにあってはいざ
知らず，ゲーテが口らのイデーを託すヴェルターにあっては，彼の自尊心を傷つけたというより
は，その社交的市民社会の狭隆さを彼の伸張する自我が絶望したというべきであろう。
　しかし問題はそんなところにはない。それはやはり付随的なことだ。問題は，「ヴェルターが愛
において彼が望む充実を見出せない（〔…〕Werther　in　der　Liebe　nicht　die　Erf也11u㎎findet，
die　er　sichw廿nscht）」105〕というところにあり，「従って彼の愛は無果なるものであるにとどまり，
それは生へと導くものではなく，死へと導くものである（So　wird　seine　Liebe　unfmchtbar，sie
揃hrt　nicht　ins　Leben，sondem　zum　Tode．）」m6〕（筆者傍点）というところにある。彼の情熱が無
果なるものであるが故に，彼は社会の無果なるものに反携し，不毛なるものに対立し，絶望せざる
をえないのだ。ここに本当の意味のヴェルターの絶望がある。ヴェルター自身，自らの情熱を「死
に至る病い（die　KrankheitzumTode）」とみなしている。且シュタイガーも言っている，「＜あ
れかこれか（Entweder－Oder）＞の言葉が出てくる7月26日付の手紙にはまた，キェルケゴール
（Sδren　Kierkegaard）が彼の著作のタイトルとして選んだ＜死に至る病い＞の言葉もでてくる。
これはヴェルターにとって十分に意義深い言葉である。一・・彼は断固として主張する，自殺はすべ
ての＜白然＞死同様，病気の帰結として認められるべきであると。」10ηキェルケゴールはその初期
の主著の一つrあれか・これか」の中で，人生の絶望は，美的生活（＝享楽的生活）をとるか，倫
理的生活をとるかの選択の決断がないところからくるものであると主張するが（後には更に宗教的
生活も選択肢に加えられる），ヴェルターもまた愛をとるか，分別をとるかの選択を拒否する（選択
するということは又分別するということであり，それはすでに分別を選択していることになる。彼
はその分別を拒否する）。「あれもこれも」分別をこえて一切を，絶対を希求する情熱に懸かれた人
問の不幸をヴェルターは不幸な恋におちいった一人の少女のそれに例えている，「一人の気立ての
よい若い娘が，家事の手伝いとか毎週のお決まりの仕事とかをしながら，狭い生活の圏内で成長
し，楽しみといっても，日曜日ごとに，よせあつめの飾りに身をやつして，友達と一緒に町に出か
けたり，にぎやかな察りがあればダンスをするとか，よそでおこったけんか，かんばしくない噂話
に何時問も隣近所の娘さんと夢中になってしゃべるとか，そういうこと以外に，何も知らないとす
る。しかしもちまえの性格の激しさ散に，彼女は一層切実な要求を体内に感じるようになる。男た
ちはちやほやし，そのことで内面の要求はいやましに激しくなってくる。もはや彼女の前からの楽
しみは楽しみでなくなり，そんな時についに一人の男性にめぐり会う。これ迄に覚えたこともない
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ような感情が否応なく彼女をかりたて，ついに一切の希望を彼女は彼に賭けようと決意する。……
すべての希望がかなうかのような約束がくり返され，加えて彼女の欲望をいやがうえにもかきたて
る大胆な愛撫が彼女の心を完全に占領してしまう。意識はもうろうとし，歓びの予感につつまれて
彼女は陶然とする。神経は張りつめ，ついに彼女は腕を伸ばし，彼女の望みの一切をひっつかもう
とする。しかし恋人は彼女を捨てる。身は硬直し，呆然として彼女は深淵に立つ。彼女のまわりは
暗闇と化し，見込みも慰めもなく，彼女は途方にくれる。・…・・一人ぽっちであるかのような，すぺ
ての世界から見捨てられたかのような思いが彼女をおそう。……これが病気というものではないだ
ろうか。混乱し，もつれあう力の迷路から抜け出す出口は自然には見つからない。そうなると，人
は死ななければならない。（〔．、．〕，ist　das　nicht　der　Fau　der　Krankheit？Die　Natur　findet
keinen　Ausweg　aus　dem　Labyrinthe　der　verworrenen　und　widersprechenden　Kr射te，und
def　Mensch　muB　sterben．）m醐」（筆者傍点）「自然が病いにおかされ，力がむしばまれ，それが
働かなくなり，果ては再帰の見込もたたなくなる。かくていかなる幸運によっても，日常の生活の
流れが元に復帰しえなくなる時，それをこそ，我々は死に至る病いと呼ぷ。」109〕（筆者傍点）無限
の情熱にとりつかれた人間にも同じことがいえる。それは迷路から抜け出せず，元の健康状態に
も回復することができない。それ迄関心をもち．えた一切のものが生彩を失うにいたる。この情熱が
高揚していていた時は，「私の魂のただ一つの力でも使われずにいるということがあったであろう
か？」一10〕という程の充実を見せながら，それが凋落する時，それは澗渇し，不毛の感に責めさい
なまれる。「けだし，神性に向って拡大し行く感情，暁光に舞い上がりつつ宇宙と融合する感情の
悦惚は……その活動領域が人問の狭い胸のみに局限されてある限り……避け難く拒否の瞬問を迎え
ねばならぬ。つまりは，悦惚と神化せられたる魂，歓声を挙げてみずからの神性を知覚せる魂，そ
れは……肉体の制縛を脱し得たりと妄想したかかる歓呼の陶酔裡に……r人間の限界』を突破せり
と信じた魂が，一・いわば『深く深く減びて行く」ところの瞬間が来るであろう。」1mこの精神の
振幅の大きさ，「ゆれ動く自己感情（das　schwankendeSe1bstge地h1）」112〕「生の充実の欠乏と過剰
（Mange1md　Zuf1uB　an　Lebens地11e）」113〕こそがヴェルターであり，その感情の横溢の瞬間には
有果なるものに見えながら，澗渇の瞬問を迎える時，それはどこ迄もとめどなく無果なる気分の中
に落ち込んでゆく。つまり心が死んだと絶糾せざるをえない瞬間がやってくる。涙さえもかわく。
自分のうちにみなぎっていたものはどこに行ったのかと嘆かざるをえない。
生き生きとした自然に触れて私の心を充たした暖い感情は，大いなる歓喜の洪水で私をひた
し，私をとり囲む世界を楽園をつくりかえたが，それが今や私には破え難い拷問者となって，
どこまでも私を追いたて苦しめる霊となった114〕。
私の魂の前で一枚の幕がとりはらわれ，限りない命のあらわれが私の前で永遠に開かれた墓の
深淵と化した115〕。
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ああ，この心の空自1　この私の胸に感じる恐しいまでの心の空白∫116〕
私は思う，私にのみ罪があることを一いや，罪ではない∫　私の中に一切の悲惨の源が隠さ
れていることを。それだけで十分だ。かつてはすべての至福の源が私の中にあったというの
に。この私は一体、感覚のみなぎる充実の中に漂い，一歩歩むごとに楽園に足を踏み入れ，全
廿界を愛の限りに抱きしめたあの私なのだろうか。その心が今は死んでしまった。もはやいか
なる感激もそこから流れ出ることがなく，私の眼は乾き，私の感覚は心なごませる涙にうるお
うことなく，神経は不安げに私の額のところにしわをつくる。苦しい。けだし，私の生の唯一
の歓喜であったもの，聖にして命を生み出す力であったもの，それが失われてしまった。どこ
かへいってしまったのだグ…・・ああ，このすばらしい自然が私の前で，ニスを塗られた絵のよ
うに生彩を失い，あらゆる歓喜がその至福の一しずくをも私の胸奥から脳へくみ出すことがで
きなくなった。この男が今や神の前にひからびた泉，水の漏れた桶のようにつったってい
る11η。
第一部の終わりから第二部にかけて，このような嘆きの声が大半をしめる。それは自ら神の寵児で
あると妄想、していたものの没落の嘆きである。『ヴェルター』の終りに長々と続く『オシアン（Os－
Sian）の哀歌』は，ロッテに対する愛の晩一歌であるより以上に，ヴェルター自身の心の晩一歌ではな
かろうか。
私の枯れる時は近い。私の葉を吹き払う嵐は近い。明日，さすらい人が来る。私の美しかりし
時を知る人が来て，荒野を兄わたし私を探すことであろう。しかしもはや私はいない1］呂〕。
勿論，この小説の体裁は，横浴する情熱の沸騰がロッテによって報いられないためにヴェルターが
倒れるようになっているが，第二部にうつってからは，ロッテのことは殆ど語られることがない。
関心はもはやここにはない。あるのは情熱が死んだ，心が死んでしまったというヴェルターの嘆き
である。この時期，ゲーテは情熱の沸騰と同時に，この情熱の癒やし難さ，その途方もないどうし
ようもなさ，情熱の暴力と不毛，それを身にしみて味わった時期ではないだろうか。ロッテヘの愛
着の思いと平行しながら，他方で情熱の不毛感がつのり，孤独になるにつれて，その感情はいや増
しに増したのではなかろうか。「白然のいたるところに隠されて，一切を侵触する力，それが私の
心を掘りくずす。それが生み出すものは隣人をも自分自身をも破壊して止まない。そこで私はよろ
めいて不安におびえる。天と地とそれの織りなす力が私のまわりを取り囲む。私が見るのは永遠に
一切を飲み込み，反拐する怪物以外の何ものでもない。」i19〕彼の愛，情熱は生の充実へと導くかに
みえて，それは死へと導くものでしかない。有果なるものにみえて，どこまでいっても無果なるも
のでしかない。ここにヴェルターの絶望があったのであろう。ヴェルターは言っている，「茸々は
あこがれる。ああ，我々の存在の一切を捧げて，唯一の偉大な輝かしい感情の歓喜の一切でもって
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満たされたいと。そしてあ’あ，我々がそれを手に入れたとたん，かしこがこことなる時，すべては
旧態依然のままであり，我々は貧困と限界の中にとどまる。そして我々の魂は失われた歓喜を求め
てあえぐのだ。」12。〕「人問とは？　半神と讃えられた’人問とは何か？　無限なるものの充実の中
で我を忘れようと憧れる時，まさにその時に，彼は鈍く冷たい意識に連れ戻されるのではない
カ、？」1呈1〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さだあ　それではこのように情熱が没落するのは何故であろうか。凋落が情熱の運命とはいえ。グンドル
フはそれをヴェルターの「不本意なる断念」によると言っている。「rヴェールター』の特殊な主魑
は，感情の巨人の美しき瞬問に対する悲劇的な不本意な断念である」1！2〕と。ヴェルターはロッテ
ヘの愛を臼ら断念し，沸騰する情熱の出口（Ausweg）が見出せないが故に減ぷ。今二÷ふノニル
ニ手し二ニタニル多二1と克走あ1ま，とあ椿寂あ疫法，」己、あ売そ圭二走。情熱の没落，エロスの没落
は，ゲーテも又臼らの内に見出したものであり，ゲーテがイェルーザレムのうちに自らの運命とし
て児たものであった。それがゲーテをして，衝撃をうけ，ヴェルターの中に結晶化し，形象化せし
めた所以のものであった。イェルーザレムのうちに，由ξ差池烏花し二，疫表しそ6～枯熱あ，三占
スの迎命を見たのであった。しかもイェルーザレムと同じくするのは，その愛の断念であり，それ
故の破滅の予感のようなものがゲーテにもあったのではなかろうか。しかしゲーテにおいては，イ
ェルーザレムのようにその愛が報いられないが故に，というような単純な思いからする断念ではな
かった。そもそもロッテヘの愛がいれられないという位のことで，ゲーテの情熱は萎縮しはしない。
ロッテヘの愛を断念し，ヴェツラーを去り，新しい恋人マリシミリアーネを見い出した時，「古い
情熱がなお完全に消えやらぬ先に，私達の内なる新しい情熱が湧き上がろうとするのは，はなはだ
快い感情である」1空3〕とぬけぬけと言うゲーテである。白分の情熱がうけいれられないという位で
破滅するというようなゲーテではない。ヴェルターにとってロッテヘの愛の断念は白身の一切の滅
びを意味したが，ゲーテにとっては，ロッテに対する愛の消減は一つの情熱の滅びでしかない。む
しろゲーテが危慎したのはそんなことではない。「彼女は宇宙へと拡大し，また万象を己れのうち
に充壇する感情の無限性にとっては，港にすぎず，投錨地にすぎなかった。いわば単なる像にすぎ
なかった。それは愛に捉えられたる者に，しばらくのあいだ『無限なるもののすがた』を映すかに
見えながら。」124〕「こうしたr至福な一る憧慢』の求むる最後の目標は肉体的な占有ではない。かか
る憧慣にとっては恋人は閾にすぎぬ，通路にすぎぬ。彼女はゲーテの魂のなかの形而上的なる一契
機，愛をつくりなすエロスの本質にほかならぬ。なぜなら愛は個体のr死』，r人格』の死にほかな
らず，一…エロスの満足裡に死ぬ『生けるもの』の『焼死」」にほかならない」閉　とホーエンシュ
タインも言っている。
　ゲーテにとっては，情熱の減び，エロスの凋落こそが問題であって，それをこそ彼は危倶するの
だ。そもそも「加速度をもったゲーテの愛は，愛の完全よりもその破綻へ急ぐべき，より多くの要
素を持っていた。．！126〕ゲーテの情熱は白己を絶対化することによって，それは又滅びへの運命をも
ヴェルタ-にみる若きゲ-テの悲劇のモティ-フ
Page:17無断転載禁止。　
っている。「彼女（シャルロッテ・ブック）がケストナーから離れなかったのは，その生まれつき
の節操によるのか，それともまたこのような天分を持った青年を捉えようとするのは，結局地獄へ
堕ちる所以であることを予感したためであったのか十分には解らない」127〕と茅野粛々氏も言って
いるが，．この地獄へ落ちる所以のもの，自己をも他をも破滅に引きずり込んで止まぬもの，それが
ゲーテの愛であり，ヴェルターの愛の根底にひそむものである。この情熱の悲劇，エロスの悲劇を
ゲーテはまたよく知る人であった。情熱は悦惚へ人を導くかにみえて，情熱は地獄へと人を導くの
だ。その一つの在り様が『ファウスト』にみられる「グレートヒェン（Gretchen）悲劇」であり，
乙女グレートヒェンをしてファウストが罪を犯さしめ，破滅にひきずり込んだ当のものであった。
この情熱の悲劇を知るが故に，ゲーテは絶えず恋人からの遁走をくり返すのだ。それはゲーテが絶
えず愛に捉われると同時に，愛を断念したことを意味するのではあるまいか。『ヴェルター』はロ
ッテヘの愛が報いられぬが散に断念するという体裁をとっているが，その裏にはこのゲーテ的な愛
の断念がかくされているように思う。ここにヴェルターの悲しみの背後にかくされた真のゲーテの
嘆きがあるのではなかろうか。そこに本来のゲーテの不本意なる愛の断念の悲しみの響きがある。
イェルーザレム的な愛の断念とゲーテ的な愛の断念は根本的に違う。しかしヴェルターにあっては
この両者の断念が交錯している。そこにヴェルターの自殺の莫のモティーフの見極め難さがあるの
ではあるまいか。しかし愛の断念，情熱の断念はゲーテにとっては死を意味する。従ってヴェルタ
ーも又滅びざるをえない。ゲーテが作晶の中で創造した人物の一人「ヴィルヘルム・マイスターは
（Wilhe1m　Meister）はよくこのことがわかっていた。彼はすべてのものに初めて意味を与える一
つのものが欠けるなら，一切は無に等しい（〔．．．〕a1les　nichts　ist，wem　ihm　das　Eine　feh1t，
dasa11emerstSimverleih七）と言っている。そしてゲーテ自身，最晩年においてなお，ウルリ
ーケ・フォン・レーヴェツォーとの別れの後に告白している，
私には万象が，私自身が失われたのだ。
と。一万象と私自身は栄える雌も滅びる時も，切りはなし難く，結びついている。私自身の本質は，
私が愛し，愛されている限りにおいてのみ，存在しつづけるのだ」㈱（筆者傍点）とE．シュタイ
ガーも言っている。ゲーテは情熱というものの出口（Ausweg）のなさを知っていた。それがどこ
までいっても無果（unfruchtbar）であるということを。そうとは知りつつ，ゲーテは瞬問の情熱
に身を焦がす。それのみが生きているこ．との証しなるが故に。それが失われることは，ゲーテにと
ってもやはり，白身の死を意味するが故に。
　ツィンマーマンは言う，「ヴェルターは拡張と熱狂の純粋な化身である　（eine，，reine“Ver－
k6rperungvon　Expansion　und　Enthusiasmus）」i卿と。情熱を閉じこめる制限・拘東を越えて拡張
せんとするところにヴェルターがある。そこにゲーテが作品化せんとしたプロメトイス，マホメッ
ト，シーザーといった巨人達，努力の人として，絶えず自己を棄り越え，再生を試みんとするファ
ウトと等しくするところの「感情の巨人」ヴェルターの本性がある。
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　しかしヴェルターは受動性（Passiv雌t）1帥〕の人である。自己を乗り込え，情熱の沸騰に身をま
かせるには余りにも弱い。ヴェルターに欠けているのは，自己閉鎖の中から，思弁的空想の中から
第一歩を踏み出すr行為する力（Tatkraft）．1131〕である。元来，ヴェルターの愛は，感性豊かな人
にはつねのこととして，この世的なるものに基盤を置く愛であって，それはゲーテが絶えず永遠の
女性を求めながらも「苦しみ，もだえ，喘ぎながらも，依然として，その生の日のある限り，此の
地上の女性に愛着することをやめなかった．1132〕のと軌を一にしていた筈である。「彼は大地に根ざ
す人問として瞬問の恵みを待望している。」蜘　しかしヴェルターはこのゲーテ的な性向を捨てて，
イェルーザレム的な「内観的な傾向の人物」134〕に移し置かれることとなった。「イェルーザレムは
著しく哲学的思索的傾・向の人物で，彼が選んだ世間人的職務には適しておらない」1呂5〕人物であっ
た。元来，「彼は人間においても専ら把握しうるもの（das　FaBbare）ではなく，ただ単により高
き完全なものの反映を（den　Abg1anz　hδherer　Vo11kommenheiten）のみ愛する」136〕性向の人であ
ったが，今はいよいよその抽象的なるものへの愛着を深め，「狂熱的な夢想にふけって思弁の谷間
におちこみ」1畠7〕形なきもの，無制約なものへと彼の感情をひき上げる。かくて彼は無限に空虚な
空間へと脱却をはかる。元来，死に親しむことの多いヴェルターは歓喜と苦悩の交錯の中にあっ
て，出口のない無果なる情熱が吹き荒れ，それに責めさいなまれる時，死へと憧れることがあっ
た。「すべて発達の旺盛なるものにあって，その生命力の横浴から来る圧力とでもいうべきものか
ら，全くその反対の死を憧れるという如き傾向のあることは，寧ろ普通であると言ってよいであろ
う」1醐　と茅野粛々氏も言っておられる。R．フリーデンタールは言っている，「死への憧れ，死へ
の愛着，ドイツ文学の宿命となった基本的な毛ティーフの一つ，それがこの作品にすでに響きはじ
めている」1鋤　と。要するに「ヴェルターはその初めから死に至る病いの茄芽を自らのうちにもっ
ている。（Werther　tr昼gt　von　Anfa㎎an　den　Samen　einer　Krankheit　zum　Tode　in　sich．）」1伽
この情熱の圧力からくる死への憧れが，更には彼をとりまく世界と彼との不協和音がヴェルターを
して，この地上的なものに基盤をおくゲーテ的性向を捨てさせ，臼らの官能がr隈定されたもの・
肉体的なるもののなかに呪縛されている」14Dと感じるヴェルターは，「万有のなかに没入」142〕せん
ことを欲する。それは彼岸への憧れであると共に，又自然への帰趨の憧れでもある。かくてヴェル
ターは叫ぷ，「白然よ！　彼の息子，汝じの友，汝じの愛人は終末に近付く」1側と。「ヴェルテル
はみずからを殺す　　，換言して，彼は宇宙へと解けこむのだ。エロスが人間を破砕しつつ，みず
からの本質に燃え移るのだ。存在者ヴェルテルが，みずからの存在を消減しつつ，彼の母の肉体に
帰り行くのである。」M4〕ヴェルターの死，それは「己れを閉じこめている人間の胸から，力強く
伸張して強引に爆発し，かかる人問の胸を粉砕しながら自己の本源の無限へ還流せんとするエロ
ス」蜘の充足でもある。ホーエンシュタインは言う，「感情こそ一切なのだ。彼が愛しっ㌧彼の
『生を感ずる』ことを許されているということはまさに幸福にほかならぬ。彼が彼の力の許す限り，
感じつ㌧みずからを拡大し伸張し，『人問の限界』を，換言すれば彼を狭く閉じこめている肉体の
限界を破砕し追い散らしつ＼自由を求めるということ，これがエロスの活動の目標であり，これこ
そエロスの占有獲得であり，充足実現である．」㈹と。ファウストは，胸にみなぎる永遠なる感情，
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「それを幸福，心情，愛，神と名づけようか，俺はそれに名づくべき名を知らぬ。感情こそ一切だ。
名前はひびき，霞，天の自熱をくもらすものにすぎぬ」14η　と言っているが，このような無限感情
をヴェルターは死をもって完うせんとする。「死こそ有限より無限にいたるヴェルテルに残された
唯一の最後の遣なのである。」㈹「ヴェルテルの死は火山の爆発であり，エロスの破獄である。」1蝸〕
しかし又一方で「ヴェルテルに，不真実なるこの世の滞留を不能ならしむるものは悲愁である」’帥〕
ともホーエンシュタインは言う。
四　悲劇のモティーフとしての「不幸なる情熱」
　しかし，それにしても何赦ヴェルターは死を選ばざるをえなかったのか。既に述ぺたように，そ
こにゲーテもいろいろと動機づけに苦慮している’わけであるが，その動機づけを「ナボレオンは此
の小説に於て9ekr直nkter　Ehrgeizとleidenschaft1iche　LiebeとのMotiveの混合に見出してお
り，それを非難し’て，『それは臼然的ではない。そして恋愛がヴェルテルに対して持つ圧倒的な影
響の観念を読者に於て弱める。何故に卿はそれをなされたのですか」といかにもナポレオンらしく
単刀直入に質問している。ゲーテはこの非難をrichtig　und　scharfsinnigであるとして，例えば
縫目が見えないように巧みに仕上げた袖を見て即座にその縫目を探し当てる達者な裁縫師の様であ
るとミュラー宰相に向って物語った」151〕といわれる。「二つのモティーフの問題は二様の材料の間
題である。即ちゲーテの体験とイェルーザレムの事件とである。この二様の材料が有機的統一に融
合され得るならば，二つのモティーフの問題も亦自ら解決せられる。本来ゲーテのヴェツラーに於
ける体験は，『ヴェルテル』にあっては殆ど第一部を以て了っている。」152〕
　それでは何故にイェ’ルーザレムの事件をモティーフの一つとして挿入せざるをえなかったのか。
単にヴェルターの人物’像に多面性をもたせ，広がりをもたせるためにすぎなかったのか，それとも
心理学的にみて説得力をもたせるためであったのか。我々はあらためてもう一度問おう，それはた
だ単に効果の問魎にすぎなかったのか。死というのは軽くないテーマであるし，又ゲーテ白身好ま
なかったテーマである。それにも拘らず，イ苛妓1と今二÷1ま圭え七ケニル多二去しそ尭去幽まし島壱
みんま后ら壬ふ二走あふ，乏あム森由ま圭と1と名二走あふ醐〕。そしてこれこそが本論文の主要な
テーマである。
　勿論，ゲーテは当初，『ヴェルター』にこういう結末を与えることを考えていなかったであろう
が，何散にイェルーザレム’の報を聞いて，この小説は「氷点に達していた容器の中の水が，ほんの
わずかにゆすぷられることで一挙に凝固せる氷に変する」榊　ように，その形をなすに至ったので
あろうか。そのモティーフのヒントがこれによって与えられたというにすぎないのであろうか。イ
ェルーザレムの事件を知らない以前のゲーテは，rヴェルター」の草稿をすすめながら未だ十分に
当時の彼の心境の体験を描ききっているという充足感をもちえなかった。当時の彼の心境，体験は
一つの牧歌・田園詩に尽きるものではなかった。もっと違った内容を盛り込む必要，衝動を感じて
いたのであろう。おそらくイェルーザレムの臼殺の報に接した時，彼は今まさに我が意を得たり．
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の感をもったことであろう。問題は，すでに第一部のヴェルターが死への方向性をもっていたこと
である。茅野講々氏も言っている，「彼が若し恋愛に於て欲するものを得たとしても彼の如き性情
を以てしては，結局この世に於て幸福にはなり得なかったであろう」蝸　と。或いは又，ビールシ
ョウスキーも言っている，「いずれにせよ彼は世問の荒波をうけて暗礁に乗り上げざるをえなかっ
たのだ。彼の名誉心が傷つき，彼が彼の上役にづまらぬことで悩まされようと，’或いは彼が終りの
ない，みのりのない愛に苦しむことがあろうと，いずれにせよ，彼の運命はすでに決ま？ていため
である。」㈹従って自殺の大きなモティーフとされるr失われた恋」も「傷つけられた名誉心」も
他の諸々の不快事もすべて直接の彼の自殺のモティーフではない。むしろナポレオンが非難した恋
愛以外のモティーフを導入したことは，失恋すらも自殺の直接の原因ではないことを示すものとし
て，木村謹治氏はその妥当性を認めている157〕。　しかし他の諸々のモティーフもなおヴェルターの
直接の自殺の要因ではない。「とにかくヴェルテルの悲劇がその境遇から来ていないで，その性格
から来ていることは，この作に於て最も注意に値する所である。」蜘〕
　ゲーテとイェルーザレムはその性向において極めて相反するものがあったとはいえ，彼がイェル
ーザレムの自殺の報に接して，衝撃をうけたのは「自らの運命となりえたもの」をまのあたりにし
たからであった。かといってイェルーザレムが失恋をしていたということ，屈辱事件を体験したと
いうことが問題ではない。彼が彼をとりまく世界に相反するものを自らの内に感じ，その充足が見
い出されないが故に，彼が絶望し，自殺したということが間題であった。そこに自らの運命となり
えたものを彼は見い出したのだ。グンドルフ日く「彼の感情や体験がそのなかに客観化されねばな
らなかった行動の担い手の適当なる象徴として，今や，彼自身のうちのすべてが成熟する果実とし
て彼カ・らまさに離れ落ちようとしていた危機的な刹那に，彼に立ち現われたのは，自殺をした若き
イェルーザレムである。もちろん，内的体験の担い手のためには，ゲーテは最初から象徴を必要と
しなかったであろう。そのためには彼は彼の自我を持っていた。彼はそれに名を与えればよかった
のである。そして彼が自我を彼自身の自我として，同時に他人の自我として作用せしめることので
きた好都合な形式は，外部からの衝撃を必要としなかったであろう。けれども筋を完結せしめ，内
的可能性を明確な現実に凝縮するためには，彼の自我だけでは足らなかったであろう」蝪〕（筆者傍
点）自殺したイェルーザレムはまさにゲーテの「内的可能性」の「象徴（Symbol）」，「凝縮」であっ
た。このイェルーザレムの自殺，つまりはヴェルターの自殺をゲーテ自身の内的体験の象徴と見る
ところにグンドルフのすぐれたヴェルターに関する解釈がある。グンドルフは更に言う，「若きイ
ェルーザレムの行為は同時代的可能性の拡大，環境の，風俗の，視界の拡大，なかんずくゲーテが
頼らねばならなかった象徴領域の拡大であった・・’…市民的な温順なる理性が，この事件によって爆
破されないまでも，非合理的な’るもの，情熱的なるもののなかへ拡大されたという漠然たる感情で
あった。」㈹（筆者傍点）或いは又「ゲーテにとって自殺全体は彼自身の情熱的な苦悩の歴吏をま
とめ上げ，完結せしむるための象徴的・象徴創造的機縁に過ぎなかった」1砒〕（筆者傍点）と。
　ゲーテ自身当初『ヴェルター』を脱稿した時は，ヴェルターを絶対的に肯定して描き切ったとい
うわけでもなかろう。むしろヴェルターというその存在と没落を，ある種の内的衝動，内的必然性
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をもって描き切ったというべきであろう。没落せざるをえない，破滅せざるをえない必然性を彼は
自身のうちに感じざるをえなかったのではないか。そこにゲーテ自身永くヴェルターを自らの評価
の将外に置かざるをえなかった原因があったのではなかろうか。それをどう評価すぺきかは，晩年
を迎える迄のゲーテには出来なかった。
　ヴェルターの魂の双生児というべきファウストにも又，出口のない無果なる行為としての思弁に
疲れ果て，毒杯をあおごうと決意する瞬間があることを我々は忘れてはなるまい。時には暖かく，
時には皮肉にゲーテを見つめるR．フリーデンタールは「ゲーテが老年になって，この時期の彼白
身の死についての考えを述べているくだりは，我々には本当とは信じ難い。彼の語るところによれ
ば，彼は叱首をもて遊び，それを素肌にあてがい，それから脇に置いたというのであるが」1鋤と
言っている。確かにこのエピソードを言己述する『詩と真実（Dichtu㎎und　Wahrheit）』には，こ
の表題が示すとおり，詩（虚構）と真実が交錯しているわけであるから，それを文字通りの真実と
受け取る必要はない。勿論真実と受け取ってもよかろうが，その詩を通して告げられた新たな真実
にこそ意味がある。少くともそれがたとえ詩（虚構）であるにしても，それを通して告知された意
味，真実にはやはり我々は注目しなければならない。その感情の爆発は絶えずということではな
く，たとえ間歌的にではあるにしても，若いゲーテが死への衝動を全く感じなかったとは考えら
れない。ファウストの旨殺へとかりたてられる衝動の必然性に講れが疑いをさしはさむものがあろ
う。彼はそれを描かざるをえなかったのだ。あの外面的には全く自殺の必然性，モティーフに欠け
ているあのファウストがである。街を歩けば，市井の人が讃嘆を措しまぬ英知の誉れ高きあのファ
ウストがである。ところがヴェルターには諸々の自殺のモティーフとも見える出来事が挿入されて
いるが，それがかえって逆に個々のモティーフとも見える事柄に眼を奪われ，ヴェルターの自殺の
必然性，その真のモティーフに疑義をもたしめる原因があるのかも知れない。要するに，当時ゲー
テの中に死への憧れ，死への欲求があったことはR．フリーデンタールも認めるところである。R．
フリーデンタールは言う，「彼の死への憧れは，彼がこの世での生を完うするまで，絶えず再生
（Wiedergeburt）への思いに移行して行く」燗〕と。
　当時の彼の周辺が極めて荒涼として寂蓼にみちたものであったことも事実である。ゲーテの周辺
にいた人，彼をよく理解してくれる人が次から次，彼の周辺から去り，又「彼を包むフランクフル
　　　　　　　　　　ピクニツクトの社交界は，舞丘育，散策，観劇などによって一時の官能的昂奮は提供するにしても，内面的欠如
に対する何ものをも提示し得なかったのである」1ω「彼に拍手した大衆とは何であったのか？　疾
風怒濤の時期の天才らしい言葉で，『豚の群』と彼はそれを表現した。彼が示した最もよきものの
ほんのわずかの概念をも大衆は理解しなかった。彼の周辺の最も有為な人も今は彼から遠く去り，
彼は機会あるごとにぞっとするほどの孤独を感じた。最も偉大な精神というものは，時おり，ある
いは場合によってはつねにそれを感じざるをえないものだが。1773年，この孤独はいや増しにつの
り，彼の鋭い苦痛の叫びがこの苦悶を物語る，『私は水なき荒野をさまよう。わが髪の毛こそ唯一
つの日影，わが血こそ唯一つの泉。』そして絶望が時おり彼をとらえたことは考えられないだろう
か。思いはばかることなく，’罪をつくることなく，’彼は愛する人を所有することも，楽しむことも
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できなかった。彼が存在するだけで不幸をもたらし，自分で知らないうちに優しい人の心を萎えさ
せてしまう。」105〕
　天才を謁歌した時代はすでに過ぎ去りつつあった。確かに，「天才の力に対する信頼が（der
G1aubeandieMachtdesGenies）この小説には見られる。従って，この小説の主人公は当時の
読者には感情の先駆者として（als　der　Protagonist　des　Gef立hls）登場することができた。」16帥「後
にゲーテは当時の彼の状態を不合理として（a1s　absurd）言己述したが，しかしすでにこの作晶に
おいて，人はヴェルターの自らの苦悩のとらえ方に批判的な姿勢を感じとる。しかし初めは背景に
おいてのみではあるが。前景においてはヴェルターの願いと痛みが圧倒的な共感をもって描かれて
いる。」167〕ヴェッラー時代にもすでに「ゲーテ自身はなお『感情が総べてである』シュトゥルム・
ウント・ドゥラングの雰囲気の中にありつつも，心の中の或るものは既に安静な活動を翅望してい
たのであろう」㈹と茅野蒲々氏も言っているほどである。『ヴェルター』執筆の当時は，情熱の歓
喜よりもむしろその苦悩がより強く彼を圧迫していた筈である。若いゲーテが好んで奇矯な行為に
出ることが多かったのもデスペレートな迄に，彼の出口のない情熱が彼の内奥を荒れ狂ったことに
よるのであろう。この情熱の出口のなさをヴェルターはこう表現している，「余りに追いたてられ，
駆り・たてられると，呼吸の苦しさの余り，本能から血管をかみ切ろうとする血統のよい馬の話を聞
いたことがある。そういうことが私にもしばしぱある。私もまた永遠の自由を欲し，血管をかみ切
りたいと思うことがあるのだ」160〕と。この当時の彼には沸騰する情熱と共に，それに形を与えて
やれない，出口を与えてやれないという不能感からくる焦燥のようなものがあることも無視できな
い。外に出口を求めて見い出せない情熱は彼の内奥にあって荒れ狂い，彼は雷雨の中を山野を歩き
回り，或いは自らの血管を食い破ろうとするのだ。
時々，悲しみが限度を越し，ロッテが私の胸のつっかえが晴れるように思い切り泣かしてくれ
ればいいのだが，それを詐してくれない時，私は出てゆかなければならない。それから私は原
野をあちこちさまよう。険しい山をよじ登り，人の通れないような森の道をわけいることも，
藪で傷つき，茨で体を切り裂くことも私には喜びだ。それで私はいくらか気分がよくなる。い
くらかだが・・一。そして疲れ果て，のどが渇き，遺端に寝ころび，真夜中に中天の満月を仰
ぎ，孤独な森の中で，弓なりになった木の枝にのぽり，傷ついた足を少しばかり休める。それ
から疲れをさそう静寂の中で，うす暗がりの光を浴びて，うとうととまどろみに落ち込んでゆ
く時……！　おお，ヴィルヘルムよ，孤独な庵の住まい，獣の毛の衣，茨の帯こそが私の慰め
であって，私の魂はそれを恋い焦がれ求めるのだm
と，ヴェルター＝ゲーテは叫ぷ。
　ビールショウスキーも，「それ故，ゲーテが，ヴェルターを破滅へ導いた不都合な動機は，それ
自身，全くの付随的な苦しみであって，それ以前にすでにヴェルターは空想的な夢と思弁によって
掘りくずされていたと言っているのは正当である」m　と言っているように，付随的な苦しみによ
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って決定的に死へと導かれる以前に，すでにヴェルターの心は掘りかえされていたのだ。ヴェルタ
ーは情熱にとりつかれている。それはただ単に一つの恋の情熱に尽きるものではない。それはどこ
迄いっても不毛な嵐，出口を求めて荒れ狂い，無果なるものとして終らざるをえない青春の嵐なの
だ。この不幸なる情熱との格闘の物語，それがrヴェルター』であるということが出来ないであろ
うか。そういう意味においてヴェルターは，若きゲーテの最も忠実な形象化，象徴であったという
ことができる。晩年ツェルターに宛てた手紙にも「生の嫌悪（taedium　Vitae）が人をおそう時，
その人は同情されこそすれ，非難されるべきではない。この奇妙にして不自然な，それと同時に自
然な病気のあらゆる徴候（a11e　Symptome　dieser　wunder1ichen，so　nat廿r1ichen　a1s　unnat廿r－
1三chen　Krankheit）がかって私の内奥をも荒れ狂ったことはヴェルターが何人にも疑わしめないで
あろう。当時，死の波を乗り切るのに，どれ程の決意と努力を要したかは私の’よく知るところであ
る。それは後年の多くの難破において自分を救い三難儀しつつ立ち直ったのと全く同様である」172〕
（筆者傍点）とゲーテは言っている。
五　結　　　　　び
　しかしヴェルターは死に，ゲーテは生きのびて，83才の天寿を完うする。殉情（Treuherzig一
　　　　　　　　　　　　　　　　きだめkeit）の人，ヴェルターヰ自ら死ぬ運命の人であった。「ゲーテ自身は漸く作中から脱出して，作の
主人公は，時代の精神に動かされつつ，その病幣にたおれる人間となったのである。作中の主人公
を殺すことを好まなかったゲヨエテが，この自殺を敢てさせたことは，彼が時代からの超脱を語る
ものとも言われよう。」173〕それではゲーテはどのようにしてこの危機を克服しえたのであろうか。
　ここに，当時のゲーテのエピソードを，重複することもあるが，いくつか列挙してみよう。
　ヴェツラー時代，ロッテヘの情熱が高じて，制御がつかなくなった頃，ゲーテはロッテから接吻
を奪う。ロッテは正直にそのことをケストナーに話す。そのことで気分を害したケストナーはロッ
テにゲーテの熱を冷ますように忠告する。ケストナーの日記には更に続けて次のように書かれてい
る，「14日の晩，ゲーテは散歩から戻ってきて，庭先きにやってきた。彼は冷淡な応待をうけ，ま
もなく立ち去った。15日の晩，10時頃，彼はやってきて，私達がドァの前に坐っているのを見た。
彼のもってきた花は冷淡に放り置かれていた。彼はそれを知って，それを投げ捨てた。そしてたと
えでいろいろ話をした。私はゲーテと夜，12時頃，散歩に出かけて，奇妙な話を交した。彼は不機
嫌で，いろいろ空想にふけっていた。しかし，我々は月の光を浴び，壁にもたれて，ついに笑っ
た」榊（筆者傍点）と。
　或いは又，『詩と真実」において，当時，幾度か自殺への思いにとらわれながら，或る時，「しか
しこのことが決してうまくいかないように思えた時，遂に私は私自身を笑い，ヒポコンデリー的な
しかめっ面を投げ捨てて生きる決意をした」175〕（筆者傍点）とある。
　或いは又，『ヴェルター」の草案を練っている頃に「『此の冬はわたしのスケートを楽しもうと思
います』と言って彼の好愛する運動をなし得る目を待達おしげに望んでいる如きは，全く本来の青
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年ゲーテに還った事を思わせるものがある。」㈹
　更には又，あれだけ彼の胸を焦がした筈のシャルロッテ・ブッフの許を去って，マダム・ラ・ロ
ッシュのとζろに赴き，『ヴェルター』のロッテのもう一人のモデルであるマクシミリアーネ，「小
柄で愛らしく，ヴェツラーの主婦らしい青い眼とは違って，活々とした黒い眼をもつマクシミリァ
ーネ」17ηと出会い，新しい情熱が忽然と湧き上がるのを覚えて，それをゲーテはr詩と真実』の
中で，「古い情熱がまだ完全に消えない先に，私達のうちに新しい情熱が湧き上ろうとするのは，
はなはだ快い感情である。それは丁度，日が沈む時に，反対側に月が昇り，二つの天の光輝が交錯
し合うのを見るのが喜ばしいのと同様である」1㈹　と表現している。それは我が与謝無村の名句，
「菜の花や月は東に日は西に」を連想させる奇妙におおらかな高揚した気分を我々に味わせてくれ
る。このように不死鳥のように新たにうつぼつと湧き上ってくる生命力，古い情熱は死に，新しい
情熱が湧き上ってくる，こういうゲーテの生命力に，ともすれば羨望しつつ，なじめないものを感
じる人もあろうが，ヴェルターの感傷に辞易する我々はほっとするようなカ強い感動を呼び覚まさ
れる。
　若いゲーテの最も充実した最も空虚な，最も強健にして最も柔弱な情熱の嵐が吹き荒れた時期，
自らの運命の見極め難さからくる焦燥感が胸の内に吹き荒れた時期，内からつきあげてくる情熱の
衝追が吹き荒れた時期，彼は時として，その情熱の出口のなさに雷雨の中を山野を歩き回り，わけ
のわからぬ言葉を吃嘩し，ピンダールの詩を口ずさみ，体を傷つけ，その情熱を疲幣させる以外に
ほどこしようがなかった時期，その嵐の中を口をついて出てくるわけのわからぬ言葉の中から，あ
の有名な詩『さすらい人の嵐の歌（Wandrefs　Stufmlied）』が出来たという179〕。
　又，R、フリーデンタールはこのようなことを報告してくれている，rベルリンのニコライはハッ
ピー・エンドで終るrヴェルターの喜び（Werthers　Ffeuden）』を書いた。そしてゲーテは更に，
ヴェルターと1・ツテが夫婦になるというシーンで彼自身の作晶をパ1］ディー化してい’る。自殺者は
めくら撃ちをやっただけで，眉毛のところを焦がす。ロッテは主婦らしく頭のへま撃ちをかいがい
しく看病する。満足して，二人は手をとりあってベッドヘ行く。その後で彼らはアルベルト＝ケス
トナーをからかう仕末である。ケストナーが幸いにも眼にすることのなかったこの場面は又もや感
情の営みに半分しかかかわることのないゲーテの二重性格をあらわしている。彼はこの本によっ
て，自分の酩酊と陶酔から解放された。一字一句，これを彼の側近が書きとめている」1畠o〕と。
　こういうエピソードの数々から，ゲーテの多面性がよくうかがわれる。ヴェルターの一卵性双生
児ともいうぺきファウストが生きることに絶望して今まさに毒杯をあおごうとする時，鐘の音と共
に，キリストの復活を告げる天使の歌声が聞こえてきて，「この歌のひびきは幼いときから聞き慣
れているので，いまもおれを生へと呼びもどす」1舳　というファウストの述懐は，図々しいまでに
力強い生命力の横溶を感じさせて，感動するのは私一人であろうか。若きゲーテが青春期の最後に
執筆に着手した作晶『エグモント（Egmont）』の中で主人公が「おれはまだ自分の成長の頂点には
達してはいない」蝸2，と叫ぷその声の何というたくましさi83〕。
　rそれぞれの時期にそれぞれの恋人に情熱を棒げ，己れを失うまでに取り乱し，からくも危機を
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のりこえ，恋の恐ろしさを肝に銘じながら，しかもくり返し恋におちこんでいった」舳人として，
殉情の人という視点からのみゲーテを見るならぱ，我々はゲーテを見誤ることになる。確かにゲー
テは一而において殉情の人である。情熱に身を焦がすということを終生繰り返さざるをえなかった
殉情の人である。小栗浩氏も言っているようにr恋は人の心を弱くする。だからゲーテは恋に対し
て警滅的になる。とはいえ，胸のうちが熱くなり，とめどもなく涙があふれ出て，いい知れぬ喜び
にひたるのも，恋する者だけに与えられることである。それゆえに彼はあらがいようもなくくり返
し恋におちこんでゆく。その喜びの一瞬はどんな苦悩をもつぐなってくれるであろうし，その苦悩
でさえ，そのゆえにこそこの世に生きたいと思うものなのである。ゲーテの生涯はこの恋の喜びと
悩みとその克服によ・って幾重にも織りなされている。」蝸しかし「愛する人のために一身をなげう
って，などというのははじめからゲーテの恋ではない」蝸　ということも確かな事実であり，重要
な点である。ここにゲーテの愛の至純にみえて，その底にひそむ悪魔的な相貌がある。或いは又，’
その愛の巨人的であるということの別の意味がある。それ敏にただ殉情の人をのみゲーテに求める
人の眼には，ゲーテは奇怪に映る。それはエゴイスティックなものにも映るかも知れない。しかし
それ以上のものでもあったのではなかろうか。より高き境涯を目指し，より高い自己形成を願う善
きゲーニウス（ein　guter　Genius）の導きでもなかったのだろうか。しかし彼自身はそういう自ら
の性向を長く是とも非とも評価しきれず，それをしばしば魔神的なもの（das　D勃monische）と呼
んで一帥とまどいの表情を見せる。そういう魔神的なものによって，時に「罪なき罪」をつくり，
いわれなき非難をこうむらざるをえなかった。しかし晩年，彼はエッカーマン（Joham　Peter
Eckemann）に言っている，「もしわたしが自分の好きなように振る舞うことがあれば，私自身は
おろか，わたしの周囲の人々をまでも破滅におとしいれるようなものが，わたし自身のなかにあっ
たであろう」1昔醐と述懐している。
　これが情熱の嵐なのである。ヴェルターはロッテを所有しない。所有しないことによってヴェル
ターは滅ぷ。この世の幸福に自己を限定できないヴェルターはそれによって減ぷ。そこに固有のヴ
ェルターの悲しみがある。ロッテとアルペルトの幸福を目の前にする時も，二人の婚礼の知らせを
受ける時も，ヴェルターはつねに第二の位置を占める。この世のものを所有し，そこに踏みとどま
りえないファウスト的衝迫がヴェルターの心の底にもひそんでいる。この世のものを所有しえず，
そこに踏みとどまりえないヴェルターニファウストはそれを捨て，それを踏み越え，それを滅ぼさ
ざるをえない。それをあえてなしえない者の悲しみ，それがファウストにはないヴェルターの心の
トーンである。自分のみならず愛する者までも焼き尽くさずにはいない情熱の炎でもってファウス
トはその一歩を踏み出し，出口を求める。ヴェルターは自殺という形でしかそれに出口を与ええな
かった。魂の閉塞状態を死という形でしか打破しえなかった。そこにまた，時代的な制約，フラン
ス風の古典主義の法則と啓蒙時代の主知主義という椌糖のもとで多く閉塞状況下にあって，口申吟し
ていた同時代の知的青年をあれほど迄に熱狂，共感せしめた原因があるのではなかろうか。ヴェル
ターの悲劇は愛への殉死という形をとっているが，真のヴェルターの悲劇は愛を，情熱を完遂しえ
ずして滅んでゆくところにある。ヴェルターは自らの死を犠牲であるという。それはロッテやアル
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ベルトの幸福のための犠牲の謂ではなくして，真実にはむしろそれは情熱の犠牲の謂ではなかろう
か。自らの情熱の突破を断念することによってヴェルターは減んでゆかざるをえない。このヴェル
ター的な情熱のおののき，衝迫，出口を求めて荒れ狂う内面の嵐は，ゲーテ自身それをいとおしみ
つつ，終生ゲーテから去らなかったのであり，終ることのない衝動でありつづけたのではなかろう
か。しかしこの衝動に身を焼き尽くす経験なしにはゲーテの生は遂に完了しない。しかしそれは先
のことである。E．シュタイガーは言っている，「生きている限り，愛があらゆる危険に打ち勝ち，も
はや確かな返答にも偶然の出会いにも現在の幸福にも左右されないということがどうして可能なの
だろうか？　しかしそれについて語るのはまだ早い。何故なら，ここには長く険しい道のりが始ま
ったばかりであり，その最も重要な遺程をゲーテはヴァイマールにおいてやっと歩み終えることに
なるのだから」1畠9〕と。ゲーテがこの危機に完全に結着をつけないまま，ヴェルターは死に，「この
脅威する危険を……差しあたり……なんらかの行為によって除去する必要を感じ」190〕ていたゲーテ
は，ゲーテにとって精神的に不毛の地，生地フランクフルトを去って，ヴァイマールヘと逃走する。
　ヴェルターは自らの閉鎖性の故に減んでゆく。その閉鎖性を破ってゆくところに再生するファウ
スト，或いはゲーテの姿がある。ヴェルター的殉情からくる破滅からゲーテの身を守ったのはメフ
ィスト的なる醒めたる眼（それはファウストを自殺から救ったものでもある），それは又，自己の
無限なる形成を見通す眼でもあったのであろう。ホーエンシュタインは又，「ヴェルターは『メフ
ィストーフェレス（Mephistophe1es）』という心的状態に耐え得ず，また決して己れ自身を笑うこ
とができず，したがって悲劇を喜劇に溶解することができないであろうから，彼は『この世の苦痛』
に滅びるのである」191〕と言っている。悲劇を喜劇に溶解し，己れ自身を映笑するようなメフィス
トがファウスト同様，ヴェルターにも介在するならば，ヴェルターが滅びるということはなかった
であろう。こう見るならば，永きに亘るゲーテの自己形成の道程には，ファウストがそうであっ
たようにメフィストが絶えず介在したと言えるのではなかろうか。ヘルダー（Johann　Gottffied
Herder）は若きゲーテのうわついた軽薄なまでに遠心的な性向を引き締め，その時代の思潮にそ
まった啓蒙主義的知性，冷たい聡明さを椰楡し，ゲーテを「君にあっては万事が見るに尽きる（Es
ist　alles　so　B1ick　bei　euch，）」i92〕と批判し，若きゲーテの「見る人」「眼の人」「見るぺく生まれ
た（zumSehengeboren）」］93〕人としてのゲーテから，感ずる人，詩人としてのゲーテヘと，ゲー
テをして目覚めさせたという点で，貢献するところ，多大のものがあったわけであろうが，この見
る人としてのゲーテをも我々は軽視してはならないのではなかろうか。この見る人としてのゲーテ
がイェルーザレムの自殺の報に接し，それを自らの内面の象徴としてとらえ，それを『ヴェルター』
の中に形象化することによって自らの情熱の通風弁を見出し，とりあえず危機を脱したとも言うこ
とができるのではなかろうか。心的体験の定着化，形象化はともかくも情熱の充足実現であり，同
時にホーエンシュタインも言うように，「それは愛の死である。」卿しかし「そこから死せるゲーテ
が『ますます新たに』蘇活して高次の存在となるのである。故に『ヴェルテルの悩み』はゲーテ胸奥
の決戦の決着にほかならぬ……いわば，この胸の相抗争する情熱を識ることであり，また識ること
によってかかる危険な情熱の数々を制縛することにほかならない」195，（筆者傍点）ヴェルターの運
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命はゲーテの運命の一つの面であり，可能性の一つではあった。それを形象化，象徴化することに
よって，自らがそうでありえた運命の一つから彼は離脱するのである。情熱はいまや沈静化し，・そ
の魔力を失う。ゲーテの自らの情熱を客体化し，見るという行為によって。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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